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パワースウィングフルスウィング

Full Tilt 5.0カバーストック。 Mass Bias Full Swing Asymmetricコア。
新たな２つのテクノロジーで、さらに進化を遂げたSWINGが７月９日全世界同時されます。
まず特徴的なのがFull Tilt 5.0カバーストック。　　    　　　　　　　　　　　　　　
今回コロンビア社から発表されたカバーストックは
Full Tilt 5.0とFull Tilt 4.0カバーストックの二つ。数値が上がるほど
キャッチの強さを表し、今回のFULL SWINGはFull Tilt 5.0を使用
しています。もう一つはMass Bias Full Swing Asymmetricコア。
SWINGではじめてのマスバイアスコアを使用しています。
実際このボールは今年のジャパンカップ中このボールをテストしましたが、キャッチは初代SWINGよりやや走り、バックエンドは今まで
のSWINGシリーズで一番Angularな性能に感じました。コロンビア開発者からPAPからピン5インチでドリルするように指定されま
したが、そのレイアウトでも今までのSWINGシリーズと比べてもパフォーマンスが出ていると感じます。RG 2.50、Diff .056（１５P）
で特にΔRGは高めに設定されており、コアの非対称差からみてもかなりコア自体の「ねじれ感」を意識して作られていますが、オイルに
強くても手前のスキッドは感じられ、ミッドエリアで曲がり始めて、またさらに切れる感じを得られるそのパフォーマンスには驚かされ
ました。今回のFULL SWINGは曲がりとバックエンドの切れ感を意識したボールです。

６月１日から６日全国６会場で行われたダイナミックツアーの試投会で最も注目されたボール。
オイルに対しての強さと柔らかく切れるリアクションは新生SWINGを名乗るに相応しい性能だと思います。
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